
気象と地震パネル展 気象業務150周年

歩み続けて150年 防ぐ災害・守る未来

令和７年10月15日（水）～11月3日（月）
会場 名古屋都市センター

11階企画展示コーナー
名古屋市中区金山町1-1-1金山南ビル

10:00～18:00
（土日祝～17:00）

休館日 月曜日
（祝日の場合は翌平日）

気象台の業務、
過去の災害などを

パネルで紹介します。

主催：名古屋地方気象台
後援：地球ウォッチャーズ‐気象友の会‐
協力：愛知工業大学、日本赤十字社愛知県支部

お問合せ：名古屋地方気象台（平日 09:00～17:00）
電話：052-751-5124

入場
無料

ご来場はなるべく公共交通機関をご利用ください。

名古屋地方気象台HP

日本初の天気図 明治17年6月1日

明治8年6月1日、東京府第二大区（のち赤坂区）溜池葵町において内務省地理寮の東京気象台が気象業務を開始してから、
令和7年で150年 の節目の年となります。

昨年の様子

昨年の様子


